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幾
多
の
鋏
漏
あ
り
、
更
に
蒼
く
各
地
に
亘
り
て
遣
物
遺
蹟

の
根
本
的
調
査
を
行
ひ
、
そ
の
上
に
建
設
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
事
を
戚
ぜ
し
む
る
も
の
な
り
。

　
余
は
内
藤
敷
授
、
富
岡
講
師
及
び
山
崎
氏
の
好
意
に
依

是
が
報
告
を
な
し
得
元
る
を
喜
ぶ
ご
共
に
今
後
一
層
此
の

方
面
の
調
査
研
究
に
從
は
ん
事
を
期
す
。
（
六
月
＋
四
日
稿
）

　
　
　
ナ
イ
ル
河
上
の
人

　
　
　
　
　
　
細
雪
博
士
　
．
坂
　
　
口
　
　
　
昂

　
昨
年
の
春
、
ア
ル
ゴ
ー
ヌ
の
森
の
二
月
の
砲
戦
に
、
若

き
ジ
ャ
ン
・
マ
ス
ペ
ロ
が
津
津
の
た
め
に
誉
れ
し
を
聞

き
た
り
。
ジ
ャ
ン
は
ガ
ス
ト
ン
・
マ
ス
ペ
”
の
季
の
子
、

未
來
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
家
な
り
し
ご
。
愛
児
の
不
幸
の

如
何
に
老
父
の
胸
を
痛
め
沈
り
け
む
、
今
年
こ
の
夏
、
叉

斯
の
有
名
な
る
埃
及
聖
者
の
計
を
傳
ふ
。
⊥
ハ
月
三
十
日
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ
ミ
も
デ
も
サ
ソ
ス
ク
リ
ブ
シ
ヨ
シ

里
、
国
土
が
晩
年
の
名
轡
の
勤
め
す
な
る
金
石
學
士
院
の

難
聴
に
、
止
る
報
告
に
ご
起
ち
て
未
だ
難
語
を
塗
せ
ざ
る

　
　
　
第
一
巻
．
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纂
　
　
ナ
イ
ル
河
上
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人

に
、
後
ろ
ざ
ま
に
倒
れ
て
復
讐
，
鎚
把
す
、
行
年
七
十
一
〇

　
思
ひ
出
多
き
ナ
イ
ル
の
國
よ
○
今
は
早
や
五
年
以
上
の

昔
こ
な
り
ぬ
つ
そ
の
折
、
知
り
合
ひ
し
埃
及
學
者
の
う
ち
、

深
き
印
象
を
残
し
た
る
一
人
は
ル
ク
ソ
川
河
岸
の
マ
ス
ペ

算
博
士
な
り
き
○
吾
が
紀
元
櫨
即
、
ナ
イ
川
河
畔
親
光
の
好
シ

ー
ズ
ン
、
余
は
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
奮
都
に
上
陸
し
き
。
璽

カ
イ
買
一
に
入
り
博
物
館
に
博
士
を
訪
ふ
。
上
埃
及
出
張

中
ε
て
あ
は
す
。
余
は
事
務
員
の
好
意
に
よ
り
上
埃
及
の

モ
ほ
ユ
メ
ン
ツ

遺
物
観
覧
薬
事
葉
を
悪
ま
れ
ぬ
。
抑
も
カ
イ
ロ
ー
よ
9

上
流
の
観
光
客
は
先
づ
博
物
館
内
古
蹟
局
に
就
き
、
金
百

二
十
ビ
ァ
ス
タ
を
錦
ひ
上
記
の
如
き
券
を
貰
ひ
、
蕩
所
毎

に
提
示
す
べ
き
な
り
O
余
は
カ
イ
η
書
に
数
9
を
費
し
型

の
如
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
も
登
り
ぬ
。
い
よ
く
、
季
聖
な

る
ヲ
ビ
ヤ
の
沙
丘
を
左
右
に
、
椰
子
ご
酪
駝
ご
三
角
帆
こ

の
河
岸
の
、
姫
路
よ
り
東
京
ま
で
に
等
し
き
哩
路
を
一
、
研

に
走
り
で
上
埃
及
の
中
心
ル
ク
ソ
ル
に
着
し
澱
。
さ
て
翌

日
プ
ー
べ
の
大
遣
幕
見
學
こ
い
ふ
に
、
始
め
て
か
の
肝
要

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
四
九
　
（
七
隅
四
）
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の
人

な
る
槻
覧
券
を
遺
れ
來
り
π
る
を
知
り
、
大
に
困
却
す
。

ガ
イ
ド
の
マ
ス
ペ
ロ
博
士
こ
の
地
に
在
り
こ
の
賢
し
き
注

意
に
、
こ
も
か
く
も
往
訪
す
れ
ば
、
博
士
の
宿
が
旋
館
に
あ

ら
で
、
川
ク
ソ
ル
殿
前
に
繋
げ
る
ナ
イ
ル
特
用
の
．
司
な
り

重
な
る
小
蒸
汽
離
な
る
に
ば
、
先
づ
流
石
に
全
埃
及
の
古

蹟
涌
総
長
の
出
張
こ
こ
そ
は
頷
か
れ
ぬ
○
博
士
の
家
族
こ

、
に
起
黒
し
、
從
僕
船
夫
の
岡
勢
十
数
人
を
從
へ
悠
々
上

埃
及
の
古
墳
の
開
を
巡
卜
し
廻
は
る
、
何
ぞ
そ
の
風
流
に

し
て
用
意
周
到
な
る
や
。
余
は
離
に
入
り
刺
聖
通
す
れ
は
、

霞
楽
り
し
六
十
鯨
の
好
紳
士
、
小
藩
な
が
ら
圓
々
，
沿
ご
り
．

孚
禿
爾
ほ
ブ
リ
ユ
子
ツ
ト
を
保
ち
、
愛
嬌
め
る
ロ
元
か
ら

出
る
英
語
の
、
流
暢
な
が
ら
稗
異
調
を
帯
べ
る
、
何
こ
な

く
ロ
ー
マ
ニ
ッ
タ
の
匂
ひ
す
。
こ
れ
博
士
な
り
き
○
げ
に

博
士
は
巴
璽
免
な
が
ら
爾
親
は
イ
タ
リ
ャ
人
な
り
き
。
余

や
が
て
差
し
ρ
た
り
當
惑
の
一
條
を
話
す
に
、
博
士
い
ご

心
や
す
げ
に
余
の
面
前
に
て
券
一
葉
に
自
藩
し
て
余
に
與

へ
、
樹
ほ
余
の
問
ふ
が
ま
、
に
タ
ー
べ
の
遺
蹟
見
學
の
順

第
四
號
　
　
一
五
〇
　
（
七
一
玉
）

序
や
、
そ
の
内
特
に
見
蓬
す
べ
か
ら
ざ
る
陵
墓
な
ざ
を
、
余

の
手
に
せ
る
紅
表
紙
本
に
一
々
十
字
印
し
て
注
意
せ
ら
れ

ぬ
。
鉛
筆
の
曾
爾
ほ
存
す
○
こ
の
時
余
の
喜
悦
い
3
、
べ
か

ら
・
す
こ
れ
一
券
の
惑
み
に
、
輩
に
欝
金
あ
ま
り
を
セ
ー
ヅ

し
得
把
る
故
に
あ
ら
す
、
實
に
一
大
學
の
一
員
こ
し
て
認

め
ら
れ
て
萬
里
見
學
の
塞
が
ら
ざ
6
し
て
在
り
き
。

　
ω
マ
Ω
霧
8
p
罎
霧
需
δ
（
瞬
Q
Q
轟
ひ
！
H
℃
H
α
）
幼
よ
り
頴
才
、

夙
に
埃
及
形
象
字
に
通
じ
、
一
八
七
三
年
遅
二
十
八
歳
に

し
て
コ
ン
ー
ジ
・
1
3
・
フ
ラ
ン
ス
の
形
象
字
講
座
を
憺
任

せ
り
。
是
れ
本
ご
埃
及
學
の
開
耐
シ
ヤ
ン
ポ
イ
ヨ
ソ
の
爲

め
に
設
け
ら
れ
、
膚
が
弔
な
る
川
ー
ジ
母
方
に
桝
…
は
h
・
セ
る

跡
に
て
欝
屈
の
極
み
な
り
き
〇
一
八
八
○
年
埃
及
に
渡
り

て
マ
リ
エ
ッ
ト
に
つ
ぎ
て
古
蹟
局
総
長
に
任
じ
、
一
八
八

六
年
病
の
悩
め
埃
及
を
去
り
し
も
、
一
八
九
九
年
よ
り
一

昨
年
ま
で
再
び
そ
の
任
に
在
り
、
現
今
の
カ
イ
純
一
博
物

館
の
経
欝
、
そ
の
昌
録
の
大
成
、
カ
ル
ナ
ク
螢
掘
等
功
甚

だ
大
な
り
〇
　
一
九
〇
九
年
忌
國
政
府
因
て
士
爵
に
叙
す
。

，t



薯
書
頗
る
多
し
○
軍
書
こ
し
て
は
『
東
方
人
民
の
古
代
吏
』

尤
も
行
は
れ
、
叉
扁
八
九
五
一
九
九
年
忠
版
の
『
吉
典
東

方
の
人
民
の
古
代
更
』
三
冊
あ
り
、
セ
ー
ス
博
士
の
監
修

　
　
　
ぴ
　
レ
で
オ
ブ
も
シ
ハ
か
り
せ
　
ソ
ヨ
レ
　
　
ス
ト
ラ
ヅ
グ
ル
も
オ
プ
ヒ
ぶ
　
ソ
ヨ
ン
ス
　
　
パ
ツ
ホ
ン
ダ
も

の
下
に
『
文
開
の
曙
』
『
國
民
の
衝
突
』
『
帝
．
國

ナ
ブ
ロ
ゼ
ミ
ユ
ソ
パ
イ
ヤ
ス

の
凋
落
』
ざ
題
し
て
英
課
せ
ら
れ
、
エ
ヅ
フ
ー
ド
・
マ
イ

ヤ
の
古
代
史
書
現
前
に
は
稀
有
の
好
讃
典
だ
り
き
。

6tt

評

　
　
大
類
博
士
の
『
西
洋
時
代
史
槻

　
　
中
世
』
を
讃
む

　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
植
村
清
之
助

　
　
　
　
　
回

　
本
邦
更
界
に
於
て
、
西
洋
史
學
の
牙
野
は
累
年
不
振
寂

莫
の
境
を
脆
し
得
な
じ
Q
公
列
の
新
著
も
多
く
は
敷
育
上

の
墾
考
書
か
際
物
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
學
術
上
儂

値
の
高
い
研
究
が
螢
表
せ
ら
る
、
事
は
甚
だ
稀
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
面
斯
學
の
専
攻
煮
が
砂
く
、
從
っ
て
こ
れ
が
論

究
に
任
す
る
學
堺
が
殆
ざ
認
め
ら
れ
な
い
に
由
る
の
で
あ

る
が
、
更
に
深
い
理
由
は
、
一
般
に
、
西
洋
史
學
の
研
究
が

我
邦
人
に
よ
っ
て
無
意
義
な
こ
ご
で
あ
9
、
徒
勢
に
過
ぎ

な
い
ご
信
替
ら
れ
て
居
る
か
ら
で
め
ら
う
。
即
ち
そ
の
研

究
の
墓
礎
こ
な
る
べ
き
史
料
を
蒐
集
す
る
こ
ご
の
困
難
な

我
國
に
於
て
、
西
洋
更
學
渚
が
今
ロ
の
進
歩
し
お
る
科
學

的
方
法
に
基
い
て
根
本
研
究
の
成
果
を
暴
ぐ
る
こ
ご
は
劉

底
不
可
能
事
で
あ
る
、
そ
れ
で
斯
學
の
知
識
は
實
用
上
敷

育
上
粁
要
な
も
の
で
め
り
、
叉
學
誌
上
に
於
で
も
國
史
學

に
封
し
比
較
研
究
の
駕
に
必
須
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
其
馬
立
的
學
問
こ
し
て
の
存
在
の
意
義
は
甚

だ
薄
弱
で
め
つ
て
、
こ
れ
が
專
攻
研
鎖
は
畢
・
覧
徒
爾
で
あ

る
ご
、
斯
様
に
考
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
一

息
…
撹
理
な
や
う
で
は
あ
る
が
、
余
輩
は
こ
れ
を
以
で
書
下

の
研
究
に
二
段
の
ブ
質
セ
ス
が
あ
る
こ
ご
を
考
へ
な
い
議

第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
大
類
樽
士
の
「
顯
謙
確
代
史
槻
中
世
」
を
譲
む

餓
卍
　
四
回
難
聯
、
　
　
一
報
一
　
　
（
し
て
】
一
曲
）


